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　新採用者の皆さん、おめでとうございます。
　これから、岩手県立病院において、地域医療発展のためご一緒にお仕事すること
になりますが、新しい職場環境に対し不安やら期待やら抱かれていることでしょう。
　仕事を続けていく上で、給料や手当がどうなるのか、どんな休暇や休憩などの権
利があって、それを取るためにはどの様な手続きが必要か、夜勤は月何日か、一体
何人の人たちとどんな働き方をするのか、など働いていく上での決まり事は欠かせ
ません。また、いざという時の備えやより豊かに安心して生活していくための保険
なども大切です。
　私たちは、職場におけるいろんな問題を解決するために、憲法や法律で保障され
ている労働組合を作って活動しています。私たちの労働組合は、岩手県医療局労働
組合（略称・県医労）と言い、組合員は約3,200名です。

　これまでも医師や看護師など医療に従事する
職員を増やすための運動をしたり、諸権利が行
使しやすい職場環境を作るなど、職員が明るく、
元気に生き生きと働き続けられるよう活動して
います。日本医労連共済会に加入し、生命共済、
火災共済、自動車共済など、「安い掛け金で確
かな保障」を実現するための活動も行っており
ます。
　働く者にとって労働組合はなくてはならない
ものだ、ということを是非ご理解の上、一日も
早く、岩手県医療局労働組合にご加入されます
よう、ご案内いたします。
                                   

岩手県医療局労働組合
中央執行委員長　佐々木 茂 喜
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「
達
増
知
事
が
土
下
座
」。
３

月
６
日
の
県
議
会
本
会
議
で
の

異
常
な
、
言
論
の
場
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ
て

日
本
中
を
駆
け
め
ぐ
り
ま
し

た
。
そ
う
ま
で
固
執
す
る
５
診

療
セ
ン
タ
ー
の
４
月
か
ら
の
無

床
化
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

そ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
知
事
が
定

例
記
者
会
見
で
表
明
し
て
い
た

県
立
病
院
の
高
度
医
療
へ
の
特

化
、
地
域
医
療
か
ら
の
撤
退
の

第
一
歩
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。こ

れ
ま
で
、
い
わ
て
労
連
、

自
治
労
連
、
岩
手
医
労
連
と
共

同
で
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

押
し
つ
け
に
よ
る
再
編
計
画
に

反
対
し
、「
地
域
医
療
の
充
実
・

県
民
の
命
を
守
る
連
絡
会
」
を

結
成
し
、
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
、
新
聞
意
見
広
告
、
全
県

で
の
宣
伝
な
ど
、
大
き
な
運
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

無
床
化
対
象
と
な
っ
た
６
地

域
で
は
、住
民
組
織
が
作
ら
れ
、

地
域
ぐ
る
み
の
反
対
運
動
が
取

り
組
ま
れ
、
県
医
労
支
部
も
そ

の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。
集
め

た
署
名
は
10
万
筆
を
超
え
、
12

月
県
議
会
で
は
、
６
地
域
の
請

願
が
一
括
採
択
さ
れ
る
と
い
う

大
き
な
成
果
も
あ
げ
、
無
床
化

関
連
予
算
の
修
正
、

組
み
換
え
動
議
の
可

決
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
知
事
に
よ

る
再
議
と
い
う
県
政

史
上
初
め
て
の
対
応

を
せ
ざ
る
を
得
な
い

ま
で
に
追
い
込
ん
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
県
議

も
「
苦
渋
の
判
断
だ
」

「
無
床
化
は
反
対
だ
」

な
ど
と
し
た
も
の

の
、
時
間
の
経
過
が

既
成
事
実
へ
の
重
み
と
な
り
、

予
算
特
別
委
員
会
で
は
無
床
化

を
含
む
09
年
度
予
算
が
可
決
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

地
域
の
運
動
が
、
こ
れ
で
終

わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
局
の
８
項
目
の
約
束

の
チ
ェ
ッ
ク
、
老
健
等
か
ら
の

救
急
対
応
、
安
心
し
て
住
め
る

地
域
実
現
な
ど
を
、
住
民
と
い

っ
し
ょ
に
実
現
を
め
ざ
す
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

地
域
医
療
を
守
る
運
動
は
、

沢
内
病
院
を
守
る
運
動
や
、
総

合
水
沢
病
院
を
守
る
運
動
な

ど
、
県
内
各
地
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。県
医
労
の
運
動
を
強
め
、

こ
う
し
た
住
民
の
み
な
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
運
動
し
、
地
域
医

療
の
充
実
、
発
展
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

3月3日　チラシ配布宣伝行動（県庁前）

2月28日  胆江地域の医療を考えるシンポジウム

３
月
３
日
　
県
議
会
陳
情
書
提
出

国（
総
務
省
）の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
踏
襲
し

無
床
化
計
画
を
強
行

沢
内
、
水
沢

  

で
も
運
動
が

沢
内
、
水
沢

  

で
も
運
動
が

県
立
病
院
創
業
の
精
神
投
げ
捨
て
!!

県
立
病
院
創
業
の
精
神
投
げ
捨
て
!!
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６
年
前
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

イ
ラ
ク
へ
の
侵
略
戦
争
の
開
始

以
来
、
反
戦
・
平
和
の
思
い
を

消
す
こ
と
な
く
、
毎
年
「
平
和

の
つ
ど
い
」
が
岩
手
で
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
岩
手
教

育
会
館
で
３
月
20
日
に
行
わ

れ
、
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
イ
ラ
ク
か
ら
帰

国
し
た
ば
か
り
の
西
谷
文
和
さ

ん
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・「
イ

ラ
ク
の
子
ど
も
を
救
う
会
」
代

表
）
が
、
テ
レ
ビ
で
は
報
道
さ

れ
な
い
イ
ラ
ク
の
映
像
を
紹
介

し
な
が
ら
講
演
。
６
年
経
っ
た

今
、
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
や
、
神
経

ガ
ス
の
後
遺
症
と
思
わ
れ
る
症

状
に
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
、
体

内
被
曝
の
影
響
で
生
ま
れ
て
く

る
奇
形
児
な
ど
、
罪
の
な
い
人

た
ち
の
苦
し
む
姿
に
涙
ぐ
む
人

も
い
ま
し
た
。

西
川
さ
ん
は
、「
真
実
を
知

り
、
草
の
根
か

ら
行
動
を
起
こ

し
、
平
和
運
動

を
広
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
結
び

ま
し
た
。

講
演
後
に
ピ

ー
ス
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
西
谷
さ

ん
と
共
に
盛
岡

の
中
心
街
を
平

和
を
訴
え
な
が

ら
歩
き
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
、
本
部
の
専

従
者
が
交
代
し
ま
し
た
。

○
○
○
書
記
次
長
（
青
年
部

長
兼
）
は
、
05
年
４
月
か
ら
４

年
間
の
専
従
経
験
を
経
て
、
こ

の
４
月
か
ら
大
船
渡
病
院
に
復

職
し
ま
す
。

07
年
度
か
ら
本
部
青
年
部
委

員
を
し
て
い
る
○
○
○
○
さ
ん

（
一
戸
支
部
）
が
、
新
た
に
専

従
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま

で
、
本
部

青
年
部
委

員
と
し
て

組
合
活
動

に
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
よ
り
本
部
専
従
に
な
り

ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い
事
は

多
々
あ
り
、
不
安
な
面
も
あ
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
指
導

の
も
と
労
働
組
合
に
つ
い
て
勉

強
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

集会後、盛岡の中心街をピースパレード

　今年も組合とし
て異動要求書を提
出し当局に不当人
事をなくすよう交
渉してきましたが、
協約を破棄したか
らと、当局は意向

確認無しの一発内示を強行してきました。
しかも例年より遅い１３日（金）の午後４時
からの内示でした。一部の病院では事実上
の意向確認が行われ、その後、調整され
た事実もあります。本人の意向、家庭の事
情を考慮する内々示は全ての病院で行われ
るべきものです。一発内示というこの不公
平な人事に強く抗議するものです。　

○○○○青年部委員

〈
新
任
あ
い
さ
つ
〉

真実を知り、草の根運動をひろげよう真実を知り、草の根運動をひろげよう

3.20世界の平和を願う市民のつどいin岩手

民主的な人事異動を民主的な人事異動を民主的な人事異動を 本
部
書
記
局
専
従

　

 

交
代
の
お
知
ら
せ

本
部
書
記
局
専
従

　

 

交
代
の
お
知
ら
せ
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みんなで頑張り、幸せになろう。

岩
手
医
労
連
第
50
回
女
性
労

働
学
校
が
２
月
28
日
、
国
保
会
館

で
開
催
さ
れ
、
12
単
組
77
名
（
県

医
労
10
支
部
・
本
部
19
名
）
の
女

性
が
集
い
ま
し
た
。

午
前
は
、
３
つ
の
講
座
に
分

か
れ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ま
た
は

知
識
を
深
め
ま
し
た
。

ビ
ー
玉
と
ワ
イ
ヤ
ー
で
作
る

「
マ
ー
ブ
ル
ア
ー
ト
」
は
、
悪
戦

苦
闘
し
た
分
、
華
や
か
な
出
来
上

が
り
で
し
た
。
一
番
人
気
の
あ
っ

た
「
健
康
づ
く
り
」
講
座
は
、「
健

康
」
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
簡
単

で
、
思
い
つ
い
た
時
に
す
ぐ
で
き

る
筋
ト
レ
方
法
を
教
え
て
も
ら

い
、
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
地
域
医
療
の
充
実

を
学
び
、
考
え
る
」
講
座
で
は
、

地
域
医
療
に
対
す
る
住
民
運
動
の

広
が
り
や
国
の
医
師
養
成
の
見
直

し
、
看
護
師
確
保
法
改
正
の
動
き

等
を
学
び
、知
識
を
深
め
ま
し
た
。

仕
事
か
ら
離
れ
、
右
脳
、
左
脳
、

筋
肉
を
使
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
、
労
働
組
合
の
役
割
等
に
つ
い

て
も
考
え
た
一
日
で
し
た
。

午
後
は
、
今
回
初
め
て
非

連
合
の
労
働
団
体
か
ら
中
央

労
働
委
員
に
任
命
さ
れ
た
淀

房
子
さ
ん
（
前
全
医
労
副
中

央
執
行
委
員
長
）
が
講
演
。

「
世
の
中
は
確
実
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
今
が
日
本
を

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
。
泣
き
寝

入
り
し
な
い
で
、
み
ん
な
で

頑
張
り
、
み
ん
な
で
幸
せ
に

な
り
、
み
ん
な
で
た
た
か
お

う
」
と
働
く
者
の
連
帯
を
訴

え
ま
し
た
。

ハートの形のかわいい飾り（マーブルアート） すわったままでシェイプ・アップ（健康づくり講座）

講演する淀房子さん

みんなで頑張り、幸せになろう。みんなで頑張り、幸せになろう。

仕事を離れてちょっと一息仕事を離れてちょっと一息仕事を離れてちょっと一息
岩手医労連第50回女性労働学校
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“
D
o A
ction”

（
行
動
を
起
こ

す
）。
３
月
７
日
に
開
か
れ
た
「
国

際
女
性
デ
ー
岩
手
県
集
会
」
は
、

講
師
の
そ
の一
言
に
励
ま
さ
れ
た

集
会
で
し
た
。

集
会
に
は
、
全
体
で
80
名
（
県

医
労
は
５
支
部
・
本
部
13
名
）

が
参
加
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
講

演
も
努
め
る
後
藤
宣
代
さ
ん
（
福

島
県
立
医
科
大
学
・
経
済
学
研

究
者
）
が
フ
ル
ー
ト
を
演
奏
。
春

を
感
じ
さ
せ
る
フ
ル
ー
ト
の
音
色

で
し
た
。

交
流
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
医
療
、

保
育
、
青
年
か
ら
報
告
が
あ
り
、

各
分
野
の
現
状
を
知
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
は
講
演
で
、「
一
斉
に

捨
て
ら
れ
た
労
働
者
は
多
数
派
で

あ
る
。そ
れ
は
生
ま
れ
く
る
世
界
。

こ
の
危
機
を
、
生
き
る
喜
び
、
働

く
喜
び
を
取
り
戻
す
チ
ャ
ン
ス
に

し
よ
う
」
と
、呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
後
、
大
通
り
を
パ
レ
ー
ド

し
、「
男
女
平
等
」「
平
和
」
を

市
民
に
訴
え
ま
し
た
。

県医労青年部中央交流集会

期　　日／5月23日㈯～24日㈰
申込締切／一次…4月20日㈮
　　　　　最終…5月 1日㈮
参 加 費／約5万円

（本部から2万円補助します！）

※申込書・詳細等は後日お知らせします。

ディズニーリゾート旅行ディズニーリゾート旅行
県
医
労
青
年
部

第
52
回
定
期
大
会

県
医
労
青
年
部

第
52
回
定
期
大
会

日
時
／
７
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰

場
所
／
雫
石
町「
ホ
テ
ル
森
の
風
鶯
宿
」

各
支
部
青
年
部
で
代
議
員
の
確
保
を
お
願
い
し
ま
す
！

フルート演奏でオープニングを
飾った講師の後藤宣代さん

集会後、パレードをする参加者

生きる喜び
働く喜びを
取り戻そう！
2009年国際女性デー

岩手県集会
2009年国際女性デー

岩手県集会
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現
場
で
働
く
職
員
の
状
況
に

関
係
な
く
、
強
引
に
押
し
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
差
勤

務
の
拡
大
と
２
交
代
の
導
入
。

毎
日
忙
し
く
働
い
て
い
る
私
た

ち
で
す
が
、こ
こ
で
も
う
一
度
、

こ
の
意
味
に
つ
い
て
振
り
返
り

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
時
差
勤
務
に
つ
い
て
。

そ
も
そ
も
夜
勤
だ
け
で
も
、
生

体
リ
ズ
ム
に
反
す
る
行
動
で

す
。
そ
れ
に
５
時
間
も
の
時
差

が
加
わ
る
と
、
ど
う
な
る
で
し

ょ
う
か
？
母
性
保
護
の
立
場
か

ら
も
、
家
族
と
の
生
活
に
も
、

今
ま
で
以
上
に
負
担
を
か
け
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
二
交
代
勤
務
で
は
、

長
時
間
の
夜
勤
が
問
題
で
す
。

午
前
勤
務
よ
り
午
後
の
ほ
う
が

リ
ス
ク
は
50
％
高
く
、
さ
ら
に

夜
勤
は
午
後
勤
務
よ
り
が
30

％
高
く
な
る
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
学
会
の
報
告
で

は
、
長
時
間
勤
務
に
な
る
と
リ

ス
ク
は
３
倍
に
な
る
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
を
併
せ
る
の

が
二
交
代
勤
務
で
す
。
ど
れ
だ

け
の
リ
ス
ク
を
抱
え
ろ
と
言
う

の
で
し
ょ
う
か
？
　

患
者
の
安
全
を
守
り
、
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
を
め
ざ
す
た

め
に
も
、
二
交
代
制
や
時
差
勤

務
拡
大
に
つ
い
て
、
学
習
会
や

分
会
会
議
を
開
催
し
、
職
場
で

導
入
を
許
さ
な
い
闘
い
が
必
要

で
す
。

岩手県ナースウェーブ集会

時
差
勤
務
拡
大
・
二
交
代
勤
務

導
入
阻
止
は
職
場
か
ら

導
入
阻
止
は
職
場
か
ら

2009年

医師・看護師増やせ！
安全でゆきとどいた看護の実現を！

医師・看護師増やせ！
安全でゆきとどいた看護の実現を！

と　き／5月16日㈯ 13時～ 白衣に着替えて集合
ところ／プラザおでって3階 大ホール（盛岡市中ノ橋通り）

みんなで誘い合って参加しよう！

■主催者挨拶・基調報告

■特 別 講 演／「笑って免疫力をつけよう！」part3
　　　　　　　　講師／川野目亭南天さん

■リレートーク／「職場からの報告」など予定

■白衣のパレード／15時～

主催／岩手県医療労働組合連合会・看護対策委員会

プログラム
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32
年
間
、
組
合
員
で
い
ら

れ
た
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
最
後
の
レ
タ
ー
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
一
般
市
民
と
な
り
、

冷
静
に
、
厳
し
く
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

働
く
者
が
働
い
て
楽
し
い

職
場
こ
そ
が
、
患
者
さ
ん
を

救
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

心
同
体
で
す
。
医
療
局
な
ど

は
、
そ
こ
が
大
不
足
。
だ
か

ら
世
間
の
言
う
よ
う
に
局
は

な
く
て
も
良
い
の
で
す
。

中
央
支
部
　
フ
ァ
イ
ナ
ル

　春
で
す
ね
。
今
年
も
桜
の

開
花
が
楽
し
み
で
す
。
憂
鬱

に
な
り
そ
う
な
通
勤
も
桜
の

咲
い
て
い
る
時
期
は
、
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の
で
嬉

し
い
で
す
。大

船
渡
支
部
　
ベ
ガ

目
は
飛
蚊
症
、
耳
は
神
経

に
よ
る
脈
拍
音
が
聞
こ
え
る
。

60
歳
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
先

が
長
い
。
細
く
長
く
地
道
に

仕
事
を
続
け
な
く
て
は…

。

胆
沢
支
部
　
セ
ン
ト
ア
キ

今
年
は
一
発
内
示
だ
っ
た
。

私
は
転
勤
だ
っ
た
。
ア
パ
ー

ト
の
契
約
更
新
し
た
の
に…

。

本
人
に
だ
け
で
も
早
く
知
ら

せ
て
欲
し
い
も
の
だ
な
ぁ…

。

胆
沢
支
部
　
ヒ
ナ

〜
育
成
面
接
随
想
〜

①「
や
り
方
は
不
真
面
目
で

い
い
」
っ
て
語
っ
た
前
医
療

局
長
ぁ
、
だ
れ
が
に
面
接
し

て
も
ら
っ
た
ん
だ
べ
が
？

②
こ
の
年
ン
な
っ
て
、
育

つ
ど
ご
っ
つ
た
ら
、
叩
が
れ

だ
お
尻
の
横
幅
ぐ
ら
い
な
も

ん
だ
な
ぁ
や
（
あ
ど
、
こ
れ

以
上
育
た
な
く
た
っ
て
い
い

で
ば
や
）。
は
あ
ぁ
、
こ
の
次

叩
が
れ
ん
の
ぁ
、
肩
な
ん
だ

べ
な
（
今
、
五
十
肩
ど
財
布

痛
い
が
ら
叩
が
ね
ぇ
で
け
ら

い
ン
よ
）。

『
能
力
は
　
人
そ
れ
ぞ
れ
に

光
る
も
の
　
誰
に
定
め
し
　
才

が
あ
ろ
う
か
』

南
光
支
部
　
あ
っ
た
ら
も
の

２
月
号
パ
ズ
ル「
ま
ち
が
い
は
７

つ
」に
は
12
名
の
応
募
が
あ
り
、11

名
が
正
解
で
し
た
。厳
正
な
る
抽

選
の
結
果
、各
月
、次
の
10
名
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー

ド
を
贈
り
ま
す
。

２
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

ク
ッ
キ
ー
ママ
、ス
ヌ
ッフ
ィ
ー（
以

上
、中
央
支
部
）、匿
名
希
望（
胆

沢
支
部
）、チ
ャ
ピ
ー
ママ（
磐
井
支

部
）、ド
ス
コ
イ
王
子（
千
厩
支

部
）、春
よ
来
い（
大
東
支
部
）、

『
遼
』（
高
田
支
部
）、塊
、ド
ス
コ
イ

王
子
の
妻（
大
船
渡
支
部
）、お
っ

さ
ん
マ
ー
チ（
宮
古
支
部
）

最
近
、気
に
な
っ

て
し
よ
う
が
な
い

の
が「
郵
政
民
営

化
」。「
か
ん
ぽ
の

宿
」
売
却
問
題

で
、鳩
山
総
務
大

臣
が
、張
り
切
って

「
こ
れ
は
お
か
し

い
」と
言
っ
て
い
る
姿
を
ニュ
ー
ス

で
見
て
い
て
、つ
い
応
援
し
た
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
▼「
郵
政
民

営
化
」だ
け
を
叫
び
、前
回
総

選
挙
で
、衆
議
院
の
議
席
の
３

分
の
２
以
上
を
か
す
め
取
っ
た

自
民
党
。「
民
営
化
」の
正
体

は
、国
民
の
財
産
を
、外
資
系
や

大
資
本
が
た
だ
同
然
で
手
に
す

る
、と
い
う
構
図
で
す
か
ら
、歯

ぎ
し
り
す
る
思
い
で
す
。最
近

に
な
っ
て
、オ
リ
ッ
ク
ス
だ
け
で
は

な
く
、西
川
日
本
郵
政
社
長
の

出
身
企
業
の
三
井
住
友
銀
行
が

巨
額
の
利
益
を
得
て
い
る
実
態

も
明
ら
か
に
な
って
き
ま
し
た
▼

問
題
は
、総
選
挙
。こ
の
時
の
有

権
者
の
判
断
が
、幸
、不
幸
の
分

か
れ
目
に
な
る
の
で
す
。九
月

ま
で
に
総
選
挙
が
、も
し
か
し

た
ら
４
月
、５
月
に
も
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。騙
さ
れ
な
い
た
め

に
も
、も
う
一
度
、ど
ん
な
政
治

を
望
む
か
考
え
た
い
も
の
で
す

▼
医
療
、介
護
、年
金
な
ど
社
会

保
障
を
重
視
し
、こ
れ
ま
で
の

国
の
政
策
と
決
別
す
る
か
ど
う

か
。第
二
に
、所
得
が
多
い
人
ほ

ど
負
担
率
が
多
い
累
進
課
税
制

を
強
化
す
る
政
策
を
掲
げ
て
い

る
政
党
か
ど
う
か
。逆
累
進
制

の
消
費
税
増
税
を
掲
げ
て
い
る

政
党
は
選
べ
ま
せ
ん
▼
第
三
に
、

当
面
、ア
メ
リ
カ
軍
へ
の
思
い
や

り
予
算
に
厳
し
い
態
度
を
取
れ

る
か
ど
う
か
。そ
し
て
、食
料
自

給
率
向
上
を
め
ざ
す
政
策
を

掲
げ
、農
畜
産
、林
業
、漁
業
振

興
を
図
る
か
ど
う
か
。ま
た
、原

子
力
発
電
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
を
掲
げ
て
い
る
か
ど

う
か
。そ
し
て
最
後
に
、企
業
献

金
、団
体
献
金
を
禁
止
。皆
さ

ん
も
、政
治
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

二
月
号
パ
ズ
ル

二
月
号
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
記
念

品
を
送
り
ま
す
。送
り
先
は

〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛
岡

市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸
賞

パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
４
月

末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽
選

に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ハ

ガ
キ
の
余
白
に
「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

○
国
自
公
　
岩
手
民
主
で
　
民
が
泣
き

 

（
狸
と
む
じ
な
）

○
マ
ジ
や
ば
い
　
小
沢
で
流
せ
　
簡
保
の
湯

 

（
仕
掛
け
人
）

○
オ
ー
ル
岩
手
　
住
民
・
議
会
は
　
蚊
帳
の
外

 

（
イ
エ
ス
マ
ン
）

○
再
質
問
　
政
治
家
達
増
　
う
ろ
た
え
る

 

（
棒
読
み
）

○
奨
学
金
　
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
　
載
る
覚
悟

 

（
フ
リ
ー
タ
ー
）

 3日（金）～4日（土）
 岩手医労連共済担当者会議（愛真館）

15日（水） 看護部会（水産会館）

19日（日）～20日（月）
 退職者を励ます集い（わらび座）

25日（土） 拡大闘争委員会
 　　　　 （エスポワールいわて）

4月の予定

 1日（金） メーデー

 3日（日・祝）
 憲法記念日のつどい（おでって）

15日（金） 衛生委員会担当者会議（県民会館）

16日（土） ナースウェーブ集会（おでって）

21日（木） 拡大闘争委員会（県民会館）

23日（土）～24日（日）
 青年部中央交流会（千葉県舞浜）
 労働安全衛生全国交流集会（熱海）

5月の予定
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